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草紅葉が映える尾瀬ヶ原 

 

【事務局報告】 
通算 60 回 平成 29 年度第 2 回理事会開催報告(概要) 

 

日時：平成 29 年 7 月 20 日(木) 15 時 00 分 ～ 17 時 00 分 

場所：(一社)全国地質調査業協会連合会 会議室 

出席：中田会長，古宇田副会長，秋山理事，小野理事，長瀬理事，黛理事，土屋監事，  (オ

ブザーバー)池田全地連事務局長，根岸事務局長 

報告：1)旅費規程と事務用パソコンの使用方法について 

2)平成 28 年熊本地震 復興支援 ボーリング柱状図 緊急公開サイト(一般)の閉鎖 

3)6 月 22 日・23 日に実施した GRE 養成講座の開催結果について，など 

議題：1)第 1 事業部に関する議題について       ⇒  議決 

① 日本の奇岩百景を「日本の奇岩百景＋」とし，SNS での情報発信ページを開設

すること，投稿規定を改定すること 

② 日本情報地質学会シンポジウム 2017 の後援と事務局を運営すること 

2)第 2 事業部に関する議題について       ⇒  議決 

① ジオ・アドバイザーの 5 年ごとのライセンス更新の時期と手続きについて 

3)総会で承認された新規事業の執行について   ⇒  議決 

① (仮称)地盤情報データベースセンター設立への協力 

② ジオパーク活動への支援 

③ 海外の地質情報三次元処理技術の実態調査 

④ 地質リスク学会の海外調査団派遣事業への補助 

⑤ 熊本県地質調査業協会のデータベース構築への支援 

理事会の議事録は，http://www.gupi.jp/GupiReport.html で公開しています。 

 

 

【事務局報告】 
「日本の奇岩百景＋」の投稿規定などの改訂について 

 

平成 29 年度第 2 回理事会では，「日本の奇岩百景」の登録手続きや公開方法などの改訂

について審議した結果，以下のように決定しましたのでお知らせします。 

 



GUPI Newsletter No.113 
2017/10/ 1  

- 2 -

(1)名称 

・登録された奇岩数が既に百を超えていることから，名称を「日本の奇岩百景＋」と

します。「＋」はプラスと読みます。 

(2)選定・募集方法(主な変更箇所のみ) 

・「日本の奇岩百景＋」は，これまでの電子メールによる応募に加えて SNS（social 

networking service）も利用して幅広く公募します。 SNS に掲載された奇岩から，

さらに，当委員会が「日本の奇岩百景＋」のウェブサイトに公開する奇岩を選定し，

岩種・項目（類型）ごとに分類して公開します。 

・応募は，募集期間中を通じて当員会への「電子メール」および「SNS」によって随時

受け付けます。ただし，応募者が「SNS」を利用して応募（投稿）した奇岩について

は，当委員会が公式に選定した奇岩ではありませんので，「日本の奇岩百景＋」の

正式な奇岩としては認めません。 

詳しくは，https://www.web-gis.jp/kigan100.html を参照して下さい。 

(3)スマートフォン用公式ウェブサイトのリニューアル 

・URL：https://www.web-gis.jp/GS_Kigan100/kigan100List_sm.html 

または，後記の QR コードを読み取って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左)アクセス直後の表示画面  (右)メニューボタンによる操作画面の表示 

  




